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1
月
10
日（
日
）
に
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
で
平
成
28
年
有
田
川
町
成
人
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
成
人
を
迎
え
た
の
は
有
田
川
町
内
で
2
6
4
人
。
ふ
る
さ
と
で

成
人
式
を
行
い
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
町
外
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
、
２
３
８
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
厳
か
な
空
気
の
中
、
中
山
正
隆
町
長
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
か
ら
新
成

人
へ
お
祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ
た
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
東
晴
菜
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
家
族
バ
ン
ド
「
カ
イ
マ
ナ
ふ
ぁ
み
り
ー
」
さ
ん
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
願
い
星
」
な
ど
の
演
奏
と
お
祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
、
場
内
で
は
笑
い
声
や
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

一
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人
式
。
有
田
川
町
を
支
え
る
若
い
力
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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送
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れ
ま
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。
ま
た
、

中
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代
の
恩
師
か
ら
の
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デ
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レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
、
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内
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は
笑
い
声
や
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が

上
が
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一
生
に
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度
し
か
な
い
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い
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と
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て
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を
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ま
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写真解説

①藤並地区集合写真

②新成人の受け付けを新成人
自身が行いました

③④⑤⑬⑯久しぶりに会った
友人と

⑥司会進行をしてくれた成人
式実行委員の方々

⑦金屋地区集合写真

⑧集合写真撮影前

⑨清水地区集合写真

⑩新成人として気持ちを新たに
しました

⑪リーフレットを見て会話が
弾みます

⑫中学校時代の恩師からのビ
デオレターを写真に収めて

⑭会場に設置されたバルーン

⑮田殿・御霊地区集合写真
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（
上
段
　
右
→
左
）

光
定
佑
真
さ
ん

成
人
式
実
行
委
員
を
し
た
こ
と

は
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
成
人

式
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

前
直
子
さ
ん

こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
の
は
、

周
り
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
心
を

忘
れ
ず
に
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
。

東
晴
菜
さ
ん

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
有
田
川
町

で
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
ま

た
実
行
委
員
と
し
て
企
画
運
営
で
き

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
周
り
の
人
た
ち
に
支
え
て
も
ら

い
な
が
ら
の
20
年
間
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
人
を
支
え
て
い
け
る
大
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
西
史
乙
さ
ん

実
行
委
員
と
し
て
成
人
式
に
関

わ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

有
本
茉
由
さ
ん

一
度
き
り
の
大
事
な
行
事
、
華

や
か
な
式
と
裏
方
で
あ
る
地
味
な
準

備
、
両
方
に
関
わ
れ
て
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

武
内
茉
理
奈
さ
ん

準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
立
派

な
成
人
式
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
な
ら
幸
い
で
す
。

（
下
段
　
右
→
左
）

三
角
浩
基
さ
ん

成
人
と
い
う
人
生
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
自
分
の
将

来
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣
に
考

え
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
の

大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
高

校
を
卒
業
し
て
、
有
田
川
町
を
離
れ

て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、
2
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
そ
の
歳
月
の
中
で
、

私
な
り
に
経
験
や
気
付
き
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、

親
を
は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
多
く

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。

き
っ
と
成
人
を
迎
え
た
多
く
の
皆
さ

ん
も
同
じ
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

成
人
を
迎
え
た
今
、
私
た
ち
は
感
謝

す
る
だ
け
で
な
く
、
い
よ
い
よ
社
会

の
一
員
と
し
て
、
今
度
は
私
た
ち
が

社
会
を
支
え
て
い
く
心
構
え
を
持
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
立
派
な
社
会
人
と
し
て

羽
ば
た
け
る
よ
う
に
、
自
覚
と
覚
悟

を
持
っ
て
日
々
精
進
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
成
人
と
な
っ
た
同
期
の

皆
さ
ん
、
互
い
に
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
喜
び
、
素
敵
な
未
来
と

な
る
夢
を
描
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

清
水
寛
也
さ
ん

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
に
久
々

に
お
会
い
し
話
を
す
る
な
ど
多
く
の

良
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
。

澗
随
良
輔
さ
ん

今
年
の
成
人
式
を
去
年
以
上
に

盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

野
田
友
香
さ
ん

こ
の
度
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た

め
に
盛
大
な
式
典
を
挙
行
し
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
族
を
は
じ
め
、友
人
、地
域
の
方
々

の
支
え
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
成
人

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
式
典
に
、
実
行
委
員
と
し
て
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
成
人
し

た
こ
と
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、
新
た
な

出
発
点
と
し
、
立
派
な
社
会
人
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
成
人
す
る
方
々
の
手

本
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

武
内
真
央
さ
ん

こ
の
度
は
実
行
委
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
本
番
で
は
司
会
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
方
に

住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り

活
動
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
成
人
式
実
行
委
員
の
皆
さ
ま
を

始
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
一
生
懸

命
に
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
、
成
人
式
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
つ
た
な
い

司
会
進
行
で
し
た
が
、
成
人
式
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
光
栄
に

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

前
田
奈
那
さ
ん

盛
大
な
成
人
式
を
催
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
式
の
一
部
に
少
し
で
も
関

わ
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
の
一
員
と
し

て
故
郷
で
あ
る
有
田
川
町
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平成 28年有田川町成人式
を盛り上げようと頑張って
くれたメンバーから、コメ
ントをいただきました。

成人式
実行委員会
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低学年男子の部
【１位】古垣和也　　【２位】西田千畝 【３位】藤岡陽介 【４位】久保有人 【５位】三浦大輝 【６位】北垣内太一
低学年女子の部
【１位】林亜依　　　　【２位】宮地杏 【３位】采女茉奈 【４位】柳本千慧 【５位】瀧谷亜伊梨【６位】長田陽花
高学年男子の部
【１位】田中桜雅 【２位】硲田陽向 【３位】小早川優成【４位】平田咲人 【５位】髙垣景太 【６位】川口大翔
高学年女子の部
【１位】谷口心音　　　　【２位】髙垣愛美 【３位】上門一葉 【４位】篠畑こころ【５位】矢田有沙 【６位】西井彩乃
選考会男子の部
【１位】山本輝昴 【２位】川崎隼輔 【３位】上門義輝 【４位】池首拓真 【５位】上前真之介【６位】西岡佑真
選考会女子の部
【１位】島田いろは　　　【２位】奥森愛梨 【３位】藤田紫恩 【４位】里脇真帆 【５位】竜崎璃 【６位】大西萌絵
一般男子の部
【１位】池田一男　　　　【２位】久保昌輝 【３位】片田尚輝 【４位】梶田琉輔 【５位】岡野耕大 【６位】中垣皆人
一般女子の部
【１位】堂前和香　　　　【２位】北畑萌那 【３位】泉真歩 【４位】中林彩香 【５位】津本クミ子【６位】山田歩奈

１月11日（月・祝）にきび東グラウンド周辺においてマラソン大会が開催されました。大会結果については、下記の通りです。（敬称略）

ま ち の わ だ い

第 10 回有田川町新春マラソン大会

家庭配置薬販売業「nunokame」布亀株式会社と
高齢者等見守り協定を締結しました。
事業所としての日常業務のなかで、高齢者の異変に
気付いた場合、地域包括支援センターに連絡をいただ
き、早期支援に繋げるものです。

1月 10 日（日）、平成 28年有田川町消防団出初式
が明恵の里スポーツ公園で挙行されました。消防団員・
消防署員参加のもと、来賓祝辞や表彰式などが行われ
ました。

高齢者等見守り協定を締結平成 28 年
有田川町 消防団出初式
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2015 年農林業センサスでの功績者に農林水産大臣
から表彰状が贈られました。「ふるさとの田

んぼと水」子ども
絵画展は、子ども
たちに田んぼや農
村に関心を持って
もらうことなどを
目的に行われてい
ます。
平岩さんの作
品は全国およそ
8,000 点のうちの
20 選に選ばれま
した。

農林業センサス功績者表彰「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 2015

全国水
み

土
ど

里
り

ネット会長賞

平成 27 年度
中学生の「税についての作文」ならびに「標語」受賞者

ま ち の わ だ い

（左）調査員
岩祖正雄さん（長谷）

鳥屋城小学校　6年
平岩舞さん

（右）指導員
山田倫子さん（庄）

吉備地区表彰者

金屋地区表彰者

清水地区表彰者

賞の内容 中学校 学年 氏名

湯浅税務署長賞 吉備 2 竹西　真生
有田地方租税教育推進協議会会長賞 石垣 3 林　詩央里
和歌山県租税教育推進連絡協議会賞 吉備 2 藪野　　愛
公益社団法人　湯浅納税協会会長賞 石垣 1 砂子　七海
有田納税貯蓄組合連合会会長賞 金屋 3 三枝　正侑
有田納税貯蓄組合連合会会長賞 吉備 2 西岡　右喬
大桑教育文化振興財団理事長賞 金屋 3 丸山　　薫
大桑教育文化振興財団理事長賞 白馬 3 谷窪　　眞
和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 金屋 1 山添　成毅
有田川町長賞 石垣 3 細田　清花
有田川町長賞 金屋 1 三枝　那有
有田川町長賞 吉備 3 栃﨑　真央
有田川町長賞 白馬 3 瀬村　　光
有田川町長賞 八幡 3 湯子　怜雅
有田川町長賞 金屋 2 岡本　綺乃
有田川町長賞 吉備 3 森下　朱璃
近畿税理士会湯浅支部長賞 八幡 2 下垣　七海
近畿税理士会湯浅支部長賞 八幡 1 柳本　千陽
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ま ち の わ だ い

お手持ちのスマートフォン・タブレット端末から「i 広報紙」で

より簡単に「広報ありだがわ」が
ご覧いただけるようになりました！

i 広報紙の主な機能
▶有田川町のホームページに接続しなくても、最新号の「広報
ありだがわ」を納品日に端末に通知します。
▶画像や記事の切り取り、保存ができるため、メールへの添付
やSNS（Facebook、Twitter など）での共有ができます。
▶ページめくりや、拡大・縮小も簡単。ご利用は無料です。

i 広報紙の導入方法
①「i 広報紙」のアプリをインストールします。

②居住地を「有田川町」に設定します。これで設定終了！
③自動的に月末をメドに、広報ありだがわ最新号を配信します。

有田川 防災まちづくり vol.2	 問い合わせ／吉備庁舎総務課

有田川町の災害被害想定
自分の住んでいる所に、どのような災害被害が想定されているのかご存知ですか？

●地震
和歌山県が平成 26 年 10 月 28 日
に被害想定を公表しました。和歌
山県と有田川町の被害想定は右記
表のとおりです。
有田川町では津波被害の想定がさ

れていません。命を守るには家屋の
倒壊・火災を防ぐことが大切です。

●風水害
「有田川洪水ハザードマップ」およ
び「わかやま土砂災害マップ」は有
田川町HPから見ることができます。
風水害時には危険箇所から避難

する、または頑丈な建物の 2 階以
上に避難するなど、命を守る行動
をとりましょう。

東海・東南海・南海３連動地震 南海トラフ巨大地震
和歌山県下 有田川町 和歌山県下 有田川町

震度 ５弱～７ ５弱～６弱 ５強～７ ６弱～６強

建物被害

揺れ全壊棟数 33,000 64 84,700 880 
津波全壊棟数 18,400 0 56,100 0 
焼失棟数 7,500 3 17,900 15 
半壊棟数 88,300 790 100,800 3,200 

人的被害
死者数 19,200 3 90,400 38 
重傷者数 4,700 4 9,800 55 
軽傷者数 14,300 110 29,800 490 

上水道被害
（断水人口）

発災直後 878,200 22,700 965,400 25,600 
１日後 701,800 15,200 892,700 22,200 
１週間後 350,900 7,600 446,400 11,100 
１ヶ月後 123,500 0 271,700 3,800 

下水道被害
（支障人口）

発災直後 136,100 0 179,500 260 
１日後 134,500 0 177,000 200 
１週間後 114,700 0 153,700 0 

停電率
発災直後 28% 28% 100% 100%
１日後 13% 0% 97% 100%
４日後 5% 0% 28% 0%

固定電話
不通率

発災直後 41% 59% 100% 100%
１日後 20% 2% 99% 100%
１週間後 17% 1% 52% 2%
１ヶ月後 12% 0% 47% 0%

携帯電話
通話状態

発災直後 非常に悪い 非常に悪い
１日後 被害なし 非常に悪い
１週間後 被害なし 被害なし

iPhone などご利用の方 アンドロイドなどご利用の方
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●制度の内容
この制度は、医療保険（国民健康保険、後期高齢者医療制度、職場の健康保険など）と介護保険の両方のサービ

スを利用する世帯の自己負担が著しく高額になる場合の負担を軽減する制度です。
医療保険と介護保険のそれぞれの月額の限度額を適用した後に、年間（8月～翌年 7月）の自己負担額を合算して、
年額の自己負担限度額（下表）を超えた場合は、申請によりその超えた分が支給されます。ただし、食費・居住費
や差額ベッド代については自己負担額合算の対象とはなりません。

●支給の対象および申請
・支給の対象
医療保険と介護保険の両制度ともに自己負担額がある世帯です。なお、医療保険ごとに一つの世帯とみなします。
※注）住民票は同じ世帯でも、加入する医療保険が異なると別世帯として計算します。

・申請窓口
7 月末日現在に加入する各医療保険の窓口になります。
添付書類として「自己負担額証明書」などが必要な場合がありますので、申請時に各医療保険窓口にご確認ください。

●年齢や世帯の所得に応じて限度額が決まります

●勧奨通知
国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の方で、計算期間内（平成 26 年 8 月 1 日～平成 27 年 7 月 31 日）に
保険者の変更などがなかった方については、支給対象者の方に申請書などを送付しています。申請されていない方
は、各庁舎の医療保険窓口へ申請してください。
なお、計算期間内に死亡された方や市町村を越えて転居された方・他の医療保険から国民健康保険に加入された
方などには、勧奨通知が送付されていない場合がありますので、支給条件に該当すると思われる方は、医療保険の
窓口へ申請してください。

高額医療・高額介護合算制度について
医療保険に関する問い合わせ／吉備庁舎住民課

介護保険に関する問い合わせ／金屋庁舎長寿支援課

自己負担限度額
（年額／平成 26 年８月～平成 27 年７月）

所得区分
国民健康保険または
職場の健康保険など

【70 歳未満の人】
旧ただし書所得 901 万円超 176 万円
旧ただし書所得 600 万円超
901 万円以下 135 万円

旧ただし書所得 210 万円超
600 万円以下 67 万円

旧ただし書所得 201 万円以下 63 万円
住民税非課税世帯 34 万円
※旧ただし書所得＝総所得金額などから基礎控除

額を差し引いた額

自己負担限度額
（毎年 8 月～翌年 7 月）

所得区分 後期高齢者
医療制度

国民健康保険または
職場の健康保険など

【70 歳～75 歳の人】
現役並み所得者
（上位所得者） 67 万円 67 万円

一般 56 万円 56 万円

低所得者
（住民税非課税世帯）

Ⅱ 31 万円 31 万円
Ⅰ 19 万円 19 万円

具体的な手続きやご不明な点は、担当窓口
（医療保険…吉備庁舎住民課、介護保険…金屋庁舎長寿支援課）にご相談ください。
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

もしもノート
☎

３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で高齢者のさまざまな相
談に応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる
■日時／2月15日（月）
　10時30分～12時頃
■場所／金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽にご参加ください！

有田川町の医師や病院職員、地域包括支援センター職員で構成

された有田川町認知症連携の会が中心となり作成した「有田圏域地

域連携パス　もしもノート」が今年度から運用が開始されました。

もしもノートは、検査記録や普段飲んでいる薬など、健康に

関する情報を書き込めるノートです。病院での受診時や介護保

険サービスの利用時に提出すれば、スムーズに

治療や介護が受けられることを目指した連携パ

スです。

使用例としては、かかりつけ医や受けている介

護保険サービス、健康状態などの基本的な情報

をはじめ、医療機関が記入する検査や予防接種

の記録、ケアマネジャーが記入する介護保険情

報などを記録します。

自分らしい生き方を決める「エンディングノー

ト」の役割を持っているのも特徴です。これま

での人生を振り返り、今後やってみたいことを

考えるきっかけにしてもらえればと思います。

そして、万が一の場合、延命治療はどうするか、

最期はどこで過ごしたいか、自分の意思を明確

に記すこともできます。普段は面と向かって言

えない家族や友人、大切な人へのメッセージも

一緒に残すことができます。

地域包括支援センター窓口で扱っているほか、

あ り だ ケ ア ネ ッ ト（http://www.arida-care.

net/page/moshimo_note.html ）からもダウン

ロードできます。

もしもノートって
なんだワン？
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健康みちしるべ

休
養
を
と
れ
て
い
ま
す
か
？

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

今
年
度
は
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

今
回
は
仕
事
や
生
活
、
ま
た
人
生
の
活

力
に
大
き
く
関
わ
る
“
休
養
”
の
重
要
性

に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

休
養
不
足
は

万
病
と
事
故
の
も
と

休
養
不
足
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
寝
不
足
や
睡
眠
障
害
は
成

人
の
4
人
に
1
人
が
抱
え
て
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
上

げ
る
だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
だ
け
の
時
間
を
過
ご
す
時

間
さ
え
取
れ
な
い
日
々
が
続
く
と
、
精
神
的

に
疲
弊
し
う
つ
病
な
ど
の
発
症
率
が
上
が
り

ま
す
。
ま
た
、意
欲
低
下
が
進
ん
で
く
る
と
、

注
意
力
や
作
業
能
力
が
低
下
し
、
事
故
や

ミ
ス
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

1
日
30
分

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
1
日
30
分
程

度
は
の
ん
び
り
で
き
る
自
分
だ
け
の
時
間

を
作
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
オ
ン
と
オ

フ
の
気
分
転
換
を
上
手
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
仕
事
の
効
率
が
よ
く
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
休
養

▼
睡
眠

心
身
の
疲
労
を
回
復
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
睡
眠
時
間
が
不
足
し
た
り
、
質
的

に
悪
化
し
た
り
す
る
と
、
健
康
上
の
問
題

や
生
活
へ
の
支
障
が
生
じ
て
き
ま
す
。

個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、
必
要
な
睡
眠

時
間
は
6
時
間
以
上
8
時
間
未
満
が
標
準

的
で
す
。
睡
眠
時
間
は
短
す
ぎ
ず
、
長
す

ぎ
ず
、
毎
日
同
じ
リ
ズ
ム
で
気
持
ち
良
い

目
覚
め
と
な
る
よ
う
自
然
な
睡
眠
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

▼
入
浴

ゆ
っ
く
り
お
湯
に
つ
か
り
身
体
を
温
め

る
こ
と
で
、
緊
張
感
の
解
消
・
リ
ン
パ
液

や
血
液
の
循
環
・
代
謝
促
進
な
ど
、
疲
労

解
消
し
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
ス
ト
レ
ス
解
消

休
暇
を
と
っ
て
旅
行
へ
出
か
け
た
り
、
山

登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
自
然
と
触
れ
合
う
な

ど
、
日
常
と
は
違
う
過
ご
し
方
で
こ
こ
ろ
の

切
り
替
え
を
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、休
養
・

睡
眠
不
足
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

▼
あ
な
た
の
休
養
不
足
度
は
？

・
疲
労
感
が
と
れ
な
い

・
休
日
は
寝
て
終
わ
っ
て
し
ま
う

・
仕
事
（
家
事
）
に
集
中
で
き
な
い

・
仕
事
（
家
事
）
す
る
意
欲
が
湧
か
な
い

・
自
分
だ
け
の
時
間
を
と
れ
な
い

▼
あ
な
た
の
睡
眠
不
足
度
は
？

・
眠
り
が
浅
い
、
す
ぐ
目
覚
め
て
し
ま
う

・
寝
る
間
際
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携

帯
を
見
て
い
る

・
就
寝
、
起
床
時
間
が
不
規
則

・
い
び
き
が
う
る
さ
い
と
言
わ
れ
る

・
日
中
居
眠
り
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

生
活
習
慣
病
を
予
防
、
ま
た
毎
日
を
楽

し
く
過
ご
す
た
め
に
も
、“
し
っ
か
り
休

養
を
と
る
”
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより
子育て支援センターは皆さまの子育てを応援します。
ほっとルームでは、自由に室内遊びをしながら、いろんな情報交

換やおしゃべり、あそびのひろばでは、みんなで手遊びや体操・簡
単なおもちゃ作り・絵本の読み聞かせや楽しいシアターもあるよ！

子育てワンポイントアドバイス
ひとりで頑張らないで、助けられ上手になりましょう

開　　設　　日

子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日10:00～ 11:00
（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0〜1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

■場所／子育て支援センター（藤並保育所2階）
☎090－7966－1697　52－5474［FAX兼用］
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検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

2 月 7日（日）金屋文化保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
　・子宮

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

2 月 2日（火）清水保健センター
2 月 3日（水）金屋文化保健センター
3 月 1日（火）清水保健センター
3 月 2日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

2 月 4日（木）	19:30 ～ 20:30 ／粟生小学校体育館
	 リズム体操
2 月 18日（木）	14:00 ～ 15:00 ／清水会館
	 ステップ台エクササイズ
2 月 26日（金）	14:00 ～ 15:00 ／金屋農村センター
	 肩こり・腰痛改善体操
■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

2 月 1日（月）清水保健センター
2 月 4日（木）金屋文化保健センター
2 月 18日（木）金屋文化保健センター
2 月 25日（木）金屋文化保健センター
3 月 3日（木）金屋文化保健センター
3 月 7日（月）清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診	 ［平成 27 年 10 月生まれ］
　2 月 23日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
10 カ月児健診	 ［平成 27 年 3 月生まれ］
　2 月 2日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
1 歳 6カ月児健診	［平成 26 年 6 月生まれ］
　2 月 17日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
2 歳児健診	 ［平成 25 年 11 月生まれ］
　2 月 24日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
3 歳 6カ月児健診	［平成 24 年 7 月生まれ］
　2 月 10日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

2 月 1日（月）「新聞遊び」
3 月 7日（月）「記念製作」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

2 月 16日（火）「おひなさま」
■場所／清水保健センター

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成27年12月）

区　　分 国民健康保険

加入者数 8,938 人

支払額 3 億 8,115 万円

1 人当たりの医療費 42,644 円

26 年度 1 人当たりの医療費（月） 33,748 円

26 年度 1 人当たりの医療費（年） 404,980 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

8:00 ～
9:00

実施時間

9:00 ～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:30～11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増

加につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を

止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、

各
寝
室
・
階
段
（
寝
室
が
2
階
以
上
に
あ

る
場
合
）
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り

付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い

以
前
か
ら
設
置
し
て
い
て
も
、
全
て
の

寝
室
に
付
い
て
い
な
い
な
ど
、
正
し
く
設

置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
が
見
う
け
ら
れ
ま

す
。い

ま
だ
未
設
置
の
住
宅
は

早
急
な
設
置
を
お
願
い
し
ま
す

火
災
に
よ
る
死
者
の
7
割
は
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
で
す
。
特
に
就
寝
中
の
火
災

は
非
常
に
危
険
で
す
。
正
し
い
位
置
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

10
年
た
っ
た
ら“
と
り
か
え
る
”

10
年
を
経
過
し
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
機
器
本
体
の
故
障

も
あ
る
た
め
、
電
池
交
換
で
は

な
く
、
本
体
ご
と
取
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

救
急
車
の
出

動
件
数
が
年
々

増
加
し
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
皆
さ

ま
自
身
の
安
心

の
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

全
国
で
は
次
の
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が

要
請
さ
れ
ま
し
た
。

・
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
が
な
く
な
っ

た
。

・
今
日
、
入
院
予
定
日
だ
か
ら
病
院
に

行
き
た
い
。

・
病
院
で
長
く
待
つ
の
が
面
倒
な
の
で

救
急
車
を
呼
ん
だ
。

・
紙
で
指
先
を
切
っ
た
。
血
は
止
ま
っ

て
い
る
が
…
。

緊
急
時
の
皆
さ
ま
の
大
切
な
命
、
身

体
を
守
る
た
め
の
救
急
車
で
す
。
適
正

な
利
用
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
も
な
い
、
家

族
で
連
れ
て
行
け
る
な
ど
、
病
院
を
探

す
場
合
は
「
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
0
7
3
‐
4
2
6
‐
1
1
9
9

（
24
時
間
体
制
）

子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

●
受
付
時
間

平
日
19
時
～
23
時

土
・
日
・
祝
日
9
時
～
23
時

☎（
携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

♯
8
0
0
0

（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
な
ど
）

0
7
3
‐
4
3
1
‐
8
0
0
0

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
直
ぐ
に
病
院
を

受
診
し
た
方
が
良
い
の
か
ど
う
か
を
迷

う
保
護
者
の
方
に
助
言
を
行
う
も
の
で

す
。消

防
本
部
で
も
診
察
可
能
な
病
院
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
10
件

救　
　

急
…
…
…
1
3
7
8
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
19
件

（
平
成
27
年
12
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

昨
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

救
急
車
の
適
正
利
用
を

命
に
関
わ
る
傷
病
者
が

救
急
車
を
待
っ
て
い
ま
す

全ての寝室・階段に！　台所は推奨
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

小
型
家
電
・
乾
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
場

小
型
家
電
と
乾
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル
現

場
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
の
で
そ
れ
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

皆
さ
ま
は
小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
ご
存
じ
で
す
か
？
現
在
、
有
田
川
町
内

に
は
各
庁
舎
と
A
L
E
C
、
金
屋
文
化

保
健
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
1
個
の
合
計

5
個
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ボ
ッ
ク

ス
の
投
入
口
の
大
き
さ
が
15
㎝
×
30
㎝
、

奥
行
き
が
40
㎝
で
す
の
で
、
こ
の
サ
イ
ズ

よ
り
も
小
さ
い
電
化
製
品
が
リ
サ
イ
ク
ル

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン（
P
C
）

も
例
外
的
に
小
型
家
電
と
し
て
処
分
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
小
型
家
電
は
、

ま
ず
町
職
員
に
よ
り
分
別
さ
れ
ま
す
。
区

分
は
（
1
）携
帯
電
話
な
ど
（
2
）P
C

本
体
（
3
）高
品
位
品
（
4
）中
品
位
品
の

4
段
階
で
す
。（
3
）の
高
品
位
品
は
デ
ジ

カ
メ
、
ゲ
ー
ム
機
、
電
子
辞
書
な
ど
で
す
。

そ
の
他
ほ
と
ん
ど
の
品
目
は
中
品
位
品
と

し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
兵
庫
県
三
木
市
に

あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
と
送
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
は
鉄
、
銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
一

般
的
な
金
属
を
は
じ
め
、
各
種
レ
ア
メ
タ
ル

ま
で
を
得
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
機
械
で
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
品
目
や
大
き
さ
に
よ
り
20
種

類
ほ
ど
の
原
料
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
使
う

事
業
所
へ
引
き
渡
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

乾
電
池
リ
サ
イ
ク
ル

次
に
回
収
さ
れ
た
乾
電
池
が
ど
う
な
る

の
か
も
見
て
き
ま
し
た
。
地
区
の
集
会
所

や
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
集
め
ら
れ
た
乾

電
池
は
町
職
員
の
手
に
よ
っ
て
収
集
さ

れ
、
そ
の
後
岡
山
県
倉
敷
市
に
あ
る
製
鉄

所
に
運
ば
れ
ま
す
。

製
鉄
所
へ
運
び
込
ま
れ
た
乾
電
池
は
ふ

る
い
や
選
別
機
で
異
物
を
取
り
除
き
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
多
い
充
電
式
電
池

（
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
）
は
一
般
の
乾
電

池
と
形
状
が
全
く
同
じ
で
あ
る
た
め
、
人

の
手
に
よ
る
選
別
で
な
く
て
は
取
り
除
け

ま
せ
ん
。
選
別
さ
れ
た
乾
電
池
は
製
鉄
材

料
の
一
部
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
メ
イ
ン
の
材
料
と
し
て
、
そ
こ

へ
2
～
3
％
の
割
合
で
破
砕
し
て
い
な
い

乾
電
池
を
そ
の
ま
ま
配
合
し
ま
す
。
混
ぜ

合
わ
さ
れ
た
材
料
は
電
気
炉
で
溶
か
さ

れ
、
溶
鉄
と
残ざ
ん

渣さ

で
あ
る
ス
ラ
グ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
溶
鉄
は
そ
の
ま
ま
鋳
造
、
圧

延
の
工
程
を
経
て
、
鉄
筋
棒
と
し
て
製
品

化
さ
れ
ま
す
。

小
型
家
電
や
乾
電
池
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ

と
し
て
出
し
て
し
ま
う
と
破
砕
さ
れ
て
埋

め
立
て
ら
れ
る
だ
け
で
す
が
、
き
ち
ん
と

分
別
し
て
出
せ
ば
新
し
い
命
に
生
ま
れ
変

わ
る
の
で
す
。
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

手作業による
パソコンの分解・分別の様子

電気炉から取り出された溶鉄

最終製品のサンプル

乾
電
池
を
捨
て
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

・
二
次
電
池
（
バ
ッ
テ
リ
ー
、
充
電

式
電
池
な
ど
）
は
販
売
店
へ

・
ボ
タ
ン
電
池
、
コ
イ
ン
電
池
も
販

売
店
へ

・
異
物
（
ラ
イ
タ
ー
、電
球
、空
き
缶
、

カ
ミ
ソ
リ
）
は
絶
対
に
入
れ
な
い

・
袋
か
ら
出
し
て
乾
電
池
だ
け
を
入

れ
る
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

元気いっぱい「運動遊び」！

各保育所の年長児を対象とし、丈夫な身体を
作るだけでなく『群れ遊び』を通して友だちと
のコミュニケーションを学びます。
また、運動する喜びを感じながら【見る力】【聞

く力】を養い、【集中力】を高めることをねらいとし、
よりよい学校教育につなげようとしています。
このように、子どもが楽しいと感じられる遊び

を中心に、物事に対して意欲的に取り組める子ど
も、集中して活動に取り組める子どもの育成を進
めています。
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新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

『透き通った風が吹いて』	 あさのあつこ // 著

『捨てる』	 大崎梢・近藤史恵 // 著

『光のない海』	 白石一文 // 著

『モナドの領域』	 筒井康隆 // 著

『ヘブンメイカー』	 恒川光太郎 // 著

『ロマンシエ』	 原田マハ // 著

『ユートピア』	 湊かなえ // 著

『美について』	 ゼイティー・スミス // 著

　くらし　

『3 歳からの今どき「外あそび」育児』

	 前島明 // 著

『困ったときにすぐひけるマナー大事典』

	 現代のマナー・作法の会 // 編著

『図解正しい家計術』	 ゆりもとひろみ // 監修

『ホットプレート & たこ焼き器ラクうま
活用レシピ』	 松絢子 // 著

『エコに楽しむお掃除 BOOK』

	 住まいと暮らしの雑誌編集部 // 編

『赤ちゃん苦手かも？と思ったら読む本』

	 清水悦子 // 著

　健　康　

『在宅介護実践・支援ガイド』	 三好春樹 // 監修

『耳がよく聞こえる！ようになる本』

	 中川雅文 // 著

『がんの PET 検査がわかる本』	安田聖栄 // 著

『男こそアンチエイジング』	 伊藤和弘 // 著

児 童 書
『キナコ』	 いとうみく // 作

『おとのさま、ゆうえんちにいく』

	 中川ひろたか // 著

『くれよんがおれたとき』	 木村裕花 // 著

『へんしんマーケット』	あきやまただし // 著

2 月の移動図書館
2/ 2（火）	 城山西小学校
2/ 3（水）	 安諦小学校
	 久野原小学校
2/ 5（金）	 こころの医療センター
	 西ケ峯小学校
2/10（水）	 石垣小学校
2/12（金）	 八幡小学校
2/16（火）	 城山西小学校
2/17（水）	 田殿小学校
2/19（金）	 こころの医療センター
	 西ケ峯小学校

13:00～ 13:25
13:00～ 13:30
14:15～ 14:30
14:30～ 15:00
15:40～ 16:00
13:00～ 13:20
13:00～ 13:45
13:00～ 13:25
13:00～ 13:30
14:30～ 15:00
15:40～ 16:00

2 月のイベント
おはなしマラソン
13日（土）　金屋図書館　10:00～ 10:30

ブックラザ
（親子創作造形遊び）：2～4歳の親子対象
25日（木）　金屋図書館　10:00～ 11:00
プログラム／おひなさまをつくろう♪

おひざでだっこのおはなし会
（わらべうた教室）：0～2歳児対象
9日（火）　金屋図書館　10:00～ 11:00
プログラム／体づくり

JR 藤並駅2階
ちいさな駅美術館　～Ponte del Sogno ～
『有田川町絵本コンクール2015授賞作品』原画展
1/30㈯～2/ 7㈰『よるのたいよう』優秀賞
2/ 9㈫～2/17㈬『チュータローのおくりもの』優秀賞・有田川賞
2/19㈮～2/28㈰『おばあちゃんといっしょ』最優秀賞

※各作品の展示最終日は15時までとなっております。
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日
々
の
生
活
の
中
で
、
と
も
す
れ
ば
見
過

ご
し
が
ち
な
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
「
人

権
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し
て
み
る

と
、
改
め
て
気
付
く
こ
と
や
コ
コ
ロ
温
ま
る

ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
、
今
ま
で
と
は
違
う
風
景

が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

吉
備
中
学
校
に
感
謝
状
贈
呈

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
会

か
ら
第
35
回
全
国
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施
に
多
大
な
協
力
を
さ
れ
、
中
学

生
の
人
権
意
識
の
高
揚
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相

談
業
務
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
西　

恭
子
（
井
谷
）

栗
山　

昌
之
（
尾
中
）
新
任

佐
々
木
信
彦
（
吉
原
）

鈴
間
眞
佐
子
（
三
田
）

髙
居　

涼
子
（
明
王
寺
）
新
任

中
井　

勇　

（
庄
）

橋
本　

彰　

（
水
尻
）

畑
中　

泰
武
（
小
川
）

前　
　

覚　

（
二
川
）

山
口　

芳
子
（
青
田
）　

再
任

※
1
月
1
日
現
在　

50
音
順

こ
の
度
、
山
﨑
一
幸
さ
ん
・
﨑
山
誠
子
さ

ん
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
知
ら
せ

2
月
18
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

場
所
／
清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

時
間
／
13
時
～
16
時

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
だ
よ
り
　
122

人
権
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

人権講演会のお知らせ
テーマ／“おばちゃん力”で戦争止める
　　　　うちの子も　よその子も、戦争には出さん
講　師／谷口真由美氏
　　　　大阪国際大学准教授　全日本おばちゃん党代表代行
日　時／2月27日（土）　13時30分開演
場　所／清水文化センター

入場は無料ですが整理券が必要です。
整理券は2月2日（火）から金屋庁舎社会教育課・ALEC・きびドーム・各図
書室で配布します。

人権の詩「つたわるココロ」より
めがねをかけ始めた。周りのものがはっきり見えるようになった。
めがねをはずしてみた。周りのものがぼやけてはっきり見えなくなった。
めがねをかけ始めてから、はっきり見えなくてもいいものもあるんじゃな

いかと思い始めた。悲しいことやつらいことがあったときは、「心のめがね」
をはずして、はっきり見なくていいじゃないか。
でも、違った。はっきり見えなくていいことなんてない。
悲しいことやつらいことだって、しっかり受けとめて、はっきり見れば、

必ず乗り越えられる。
めがねをかけ始めた。周りのものがはっきり見えるようになった。「心の

めがね」もかけ始めた。すべてをはっきり見るために、絶対はずさないっ
て決めた。

人権の詩 2014　知事賞中学生の部
金屋中学校 3年　榎本真子さん

人権擁護委員　山﨑一幸氏から吉備中学校　榎本校長へ
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 27 年 12 月 31 日現在）

人口 27,286 人

男 12,828 人

女 14,458 人

10,435 世帯

交通事故発生件数
（12月中、物損含む）

有田川町 54 件
死者 0人　負傷 5人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談
所

●
2
月
18
日
（
木
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

9
時
～
11
時
30
分

・
清
水
会
館
和
室

　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

問
清
水
行
政
局
総
務
政
策
室

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
相
談
員

戦
傷
病
者
お
よ
び
戦
没
者
の
ご
遺
族
の

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
相
談
員
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
次
の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
相
談
員
と
し
て
の
業
務
が
委
託
さ
れ
ま

し
た
。

●
戦
傷
病
者
相
談
員

　
（
平
成
27
年
10
月
1
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
9
月
30
日
）

・
佐
曽
廣
氏

・
松
下
忠
良
氏

●
戦
没
者
遺
族
相
談
員

　
（
平
成
27
年
10
月
1
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
9
月
30
日
）

・
貝
野
征
男
氏

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

福 

祉

◆
◆
◆

障
害
者
等
用

駐
車
区
画
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

障
害
の
あ
る
方
な
ど
の
た
め
の
駐
車
区

画
を
適
正
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
県

が
利
用
証
を
発
行
す
る
制
度
が
平
成
28
年

1
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
駐
車
場
は
、
公
共
施
設
な

ど
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
施
設
の

駐
車
場
の
う
ち
、
制
度
の
対
象
と
し
て
県

に
登
録
さ
れ
た
障
害
者
等
用
駐
車
区
画

（
登
録
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
）
で
す
。

登
録
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
と
し
て
標

示
さ
れ
て
い
る
場
所
に
駐
車
す
る
場
所

は
、
和
歌
山
県
が
発
行
す
る
「
障
害
者
等

用
駐
車
区
画
利
用
証
」
ま
た
は
公
安
委
員

会
が
発
行
す
る
「
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車

標
章
」を
提
示
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●「
利
用
証
」
と
は

登
録
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
に
駐
車
す
る

際
に
必
要
な
利
用
証
で
県
が
発
行
し
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
公
安
委
員
会
が
発
行

す
る
「
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
」
を

お
持
ち
の
場
合
は
利
用
証
と
し
て
代
用
で

き
ま
す
。

な
お
、
和
歌
山
県
で
交
付
し
た
利
用
証

は
、
他
府
県
に
お
け
る
同
様
の
制
度
の
駐

車
区
画
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
公
共
施
設
．商
業
施
設
な
ど
の
所
有
者
．

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

「
和
歌
山
県
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
利
用
証

制
度
」
に
対
す
る
区
画
登
録
の
お
願
い

本
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

駐
車
区
画
の
登
録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

利
用
証
の
申
込
み
．
区
画
の
登
録
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
和
歌
山
県
障
害
福
祉
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
申
和
歌
山
県
障
害
福
祉
課

☎
0
7
3
7
‐
4
3
2
‐
4
1
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/040400/riyosho

栄
養
教
室

「
調
味
料
を
変
え
れ
ば
カ
ラ
ダ
が
変
わ
る

～
第
2
回
：
出
汁
～
」

カ
ラ
ダ
を
き
れ
い
に
、
元
気
に
す
る
出

汁
を
賢
く
つ
か
い
こ
な
そ
う
！

●
日
時
／
2
月
22
日
（
月
）
10
時
～
12
時

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
／
無
料

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具

問
申
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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税 

金

◆
◆
◆

所
得
申
告
相
談
会
場
設
置

湯
浅
税
務
署
お
よ
び
役
場
吉
備
庁
舎
税

務
課
で
は
、
申
告
書
の
記
入
方
法
な
ど
の

ご
相
談
を
3
月
15
日（
火
）
ま
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
例
年
、
申
告
期
間
終
了
間

際
に
は
税
務
署
お
よ
び
税
務
課
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
次
の
申
告
相
談
会
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

●
2
月
22
日（
月
）

　
　

吉
備
庁
舎
3
階　

中
会
議
室

●
2
月
23
日（
火
）

　
　

清
水
行
政
局
2
階　

大
会
議
室

開
設
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
30
分
～
15

時（
12
時
～
13
時
は
除
く
）
で
す
。

※
会
場
は
湯
浅
納
税
協
会
、
湯
浅
税
務
署

の
共
催
に
よ
り
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
各
会
場
と
も
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど

を
売
却
さ
れ
た
所
得
、
贈
与
税
や
相
続

税
に
関
す
る
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

問
湯
浅
税
務
署
　
☎
6
3
‐
5
3
5
1

復
興
特
別
所
得
税
の
記
入
漏
れ
に
注
意

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、

復
興
特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年
分

の
所
得
税
額
の
2.1
％
）
を
所
得
税
と
併
せ

て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、「
復

興
特
別
所
得
税
額
」
欄
・「
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
額
」
欄
の
記
入
漏
れ

が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
さ
れ
る

全
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別
所
得

税
」
欄
の
記
載
が
必
要
で
す
。

問
湯
浅
税
務
署
　
☎
6
3
‐
5
3
5
1

募 

集

◆
◆
◆

第
10
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
大
募
集
！

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
皆
さ

ま
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
、
い
い
汗
流
し
ま

し
ょ
う
！
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
3
月
13
日（
日
）
8
時
50
分
～

●
場
所
／
金
屋
体
育
館

　
（
金
屋
中
学
校
横
）・
金
屋
中
学
校
体
育
館

●
構
成
／
女
子
の
部
・
混
成
の
部

●
参
加
費
／

　
　
　
　

1
チ
ー
ム
に
つ
き
１
０
０
０
円

●
参
加
資
格
／
申
込
登
録
メ
ン
バ
ー
の
半

数
が
町
内
在
住
在
勤
で
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と

●
申
込
締
め
切
り
／
2
月
17
日（
水
）

問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

日　程 時　間 場　所
2 月 18 日（木） 9:00 ～ 16:30 金屋文化保健センター（3階研修室）2月 19 日（金）
2月 22 日（月） 9:30 ～ 16:00 粟生住民センター
2月 23 日（火） 10:00 ～ 15:00 安諦地区基幹集落センター
2月 28 日（日） 9:00 ～ 17:00 有田川町役場吉備庁舎税務課
2月 29 日（月） 9:30 ～ 15:00 二川住民センター

3月 1日（火） 9:30 ～ 15:00 有田川町役場清水行政局（2階大会議室）
3月 2日（水）

9:00 ～ 16:30 金屋文化保健センター（3階研修室）3月 3日（木）
3月 4日（金）
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お知らせお知らせ
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
申
込
受
け
付
け
期
間
／

　

2
月
17
日（
水
）
～
2
月
26
日（
金
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
休
日
お
よ
び
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
受
け
付
け
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設

課
ま
た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
、

各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

・
家
賃
は
、
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
に

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

問
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
候
補
生
募
集
に
つ
い
て

●
試
験
日
時
／
2
月
20
日
（
土
）

●
場
所
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
築
港
1
‐
14
‐
6
）

●
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

問
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募
集

案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
‐
2
）

☎
８
２
‐
6
6
3
1

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／

recruit1-w
akayam

a@
pco.m

od.go.jp

潮
光
園

臨
時
職
員（
介
護
補
助
員
）募
集

有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組
合
（
特
養
）

潮
光
園
で
は
、
介
護
職
員
（
臨
時
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
内
容
／
臨
時
介
護
補
助
員
2
人

●
雇
用
期
間
／
原
則
半
年
更
新

●
申
し
込
み
受
け
付
け
／
随
時
（
9
時
～
17
時
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

●
勤
務
地
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
潮
光
園

●
勤
務
時
間
／
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

問
申
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
潮
光
園

　
（
湯
浅
町
湯
浅
2
6
0
0
‐
3
）

☎
６
３
‐
3
3
8
1案 

内

◆
◆
◆

第
15
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
争
大
会
へ
出
場
！

町
内
の
小
中
学
生
28
人
（
小
学
生
男
女

6
人
ず
つ
、
中
学
生
男
女
8
人
ず
つ
）
で

代
表
チ
ー
ム
を
作
り
、
正
チ
ー
ム
と
オ
ー

プ
ン
チ
ー
ム
の
合
計
2
チ
ー
ム
で
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
代
表
経
験
の
あ
る
小
中
学

生
が
お
手
本
と
な
り
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し

て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
が
非
常
に

良
く
、
ラ
イ
バ
ル
同
士
、
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

で
き

る
緊
張
感
の
中
で
練
習
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

当
日
、
テ
レ
ビ
和
歌
山
に
て
20
時
か
ら

録
画
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
／
2
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

11
時
ス
タ
ー
ト

●
コ
ー
ス
／
紀
三
井
寺
公
園
～
県
庁
前

問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

問…問い合わせ　■申…申し込み

団 地 名 所　在　地 戸数 月 額 家 賃 備　　　　考

川　合 川合 248 番地 2 1 戸 12,700 円〜
25,000 円

H3 建築　木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ　67.9㎡

川　合 川合 249 番地 1 1 戸 13，200 円〜
26，000 円

H4 建築　木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ　69㎡

小　原 清水 676 番地 2 2 戸 12，800 円〜
25，100 円

S62 建築　木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ　66.1㎡

小　原 清水 680 番地 1 戸 14，200 円〜
28，000 円

S63 建築　木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ　71.8㎡

板　尾 板尾 498 番地 1 戸 9，300 円〜
18，300 円

S60 建築　木造平屋建
3DK・浴室・トイレ　54.4㎡
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お知らせお知らせ
平
成
28
・
29
年
度

小
規
模
修
繕
等
参
加
登
録
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

有
田
川
町
が
発
注
す
る
少
額
で
軽
易
な

工
事
や
修
繕
な
ど
を
対
象
と
す
る
「
有
田

川
町
小
規
模
修
繕
等
参
加
登
録
申
請
」
の

受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

現
在
登
録
中
の
方
に
つ
い
て
も
平
成
28

年
3
月
ま
で
が
有
効
期
間
と
な
り
ま
す
の

で
、引
き
続
き
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
有
田
川
町
入
札
参
加
資
格
登
録

申
請
要
領
（
建
設
工
事
）
に
基
づ
く
登
録

を
行
っ
て
い
る
方
は
、
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

●
提
出
期
間
／
随
時
（
郵
送
な
ど
も
可
）

●
提
出
先
／
吉
備
庁
舎
総
務
課

●
有
効
期
限
／
登
録
日
～
平
成
30
年
3
月

31
日

●
申
請
書
類
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
お
よ
び

清
水
行
政
局
総
務
政
策
室
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
有
田
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

有
田
川
町
暮
ら
し
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

平
成
27
年
12
月
発
行
さ
れ
ま
し
た
「
有

田
川
町
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
70

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
主
な
公
共
施

設　

吉
備
地
区
」
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

宝
く
じ
は
皆
さ
ま
の
生
活
に

役
立
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ま
が
購
入
さ
れ
る
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
県
内
の
売
り
上
げ
に
応
じ
て
道
路

や
公
園
整
備
な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
れ
、

暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
宝
く
じ
の

購
入
は
ぜ
ひ
県
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
全
国
自
治
宝
く
じ　

グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ

・
1
等
、
前
後
賞
合
わ
せ
て
6
億
円

・
発
売
期
間
／

　
　

2
月
24
日（
水
）
～
3
月
18
日（
金
）

問
和
歌
山
県
庁
財
政
課

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
4
1
1
1

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

2
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
期
限
は
23

日（
火
）で
す
。口
座
振
替
の
お
客
さ
ま
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

問
水
道
課

献
血

◆
◆
◆

2
月
の
献
血

●
2
月
18
日
（
木
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
吉
備
苑

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

・
北
村
鉄
工
㈱

　
　
　
　
　

13
時
～
14
時

・
有
田
南
病
院

　
　
　
　
　

15
時
～
16
時
30
分

●
2
月
21
日
（
日
）

・
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡
吉
備
店

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　
　
　
　

13
時
～
16
時

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

問…問い合わせ　■申…申し込み

（誤）

有田川町立藤並保育所
（H28.3.31 まで）

有田川町立きび中央保育所

（正）

有田川町立藤並保育所

有田川町立きび中央保育所
（H28.3.31 まで）
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月 火 水 木 金 土 日
1 2

□ 10カ月健診
（金屋文化保健センター）【健康推進課】

3節分 4立春
□ものわすれ相談
　（きびドーム）
　【包括支援センター】

5 6
□人権映画会
　（きびドーム）
　【社会教育課】

□落語「笑っ亭」
　（地域交流センターALEC）
　【ALEC】

7
□Sweet10 Aridagawa2015
　あらぎ島イルミテラス THE FINAL
　（あらぎ島展望台付近）
　【商工観光課】
□集団検診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

8 9 10
□ 3歳6カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

11建国記念の日
□杉野原の御田舞
　（雨錫寺阿弥陀堂）
　【社会教育課】

12 13 14バレンタインデー
□柔道教室
　（吉備中学校体育館）
　【社会教育課】

15 16 17
□1歳6カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

18 19 20 21
□献血
　（デリシャス広岡吉備店）
　【健康推進課】

□和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会

　（和歌山市）
　【社会教育課】

22
□栄養教室
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

23
□4カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

□水道お支払期限
　【水道課】

24
□2歳児健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

25 26 27
□人権講演会
「谷口真由美氏」

　（清水文化センター）
　【社会教育課】

28

29 3／ 1 2 3ひなまつり 4 5 6
□有田川駅伝大会
（有田川町内）

　【社会教育課】

7 8 9 10 11 12
□スポーツ表彰
　（きびドーム）
　【社会教育課】

13
□生石高原山焼き
　（生石高原）
　【商工観光課】

□ソフトバレーボール大会
（金屋体育館・金
屋中学校体育館）
　【社会教育課】

2月のありだがわ 各イベントの問い合わせは【】内の担当課
までご連絡ください。

□子どもを守る日…………………………【社会教育課】
□固定資産税（第4期）・町県民税（第4期）・
　国民健康保険税（第7期）納期限…………【税務課】
□後期高齢者医療保険料（第7期）納期限……【住民課】
□介護保険料（第7期）納期限…………【長寿支援課】

□粟生のおも講と堂徒式
　（吉祥寺薬師堂など）【教育委員会】
□ぴありんくる
　（金屋文化保健センター）【包括支援センター】
□確定申告　※3/15まで【税務課】

□一日行政相談
　（清水会館・五郷地区生活改善センター）【総務政策室】
□献血
　（吉備苑・北村鉄工・有田南病院）【健康推進課】
□人権特設相談
　（清水文化センター）【社会教育課】

□国民健康保険税（第8期）納期限…………【税務課】
□後期高齢者医療保険料（第8期）納期限…【住民課】
□介護保険料（第8期）納期限…………【長寿支援課】
□Sweet 10 Aridagawa 2015 スタンプラリー

カード受け付け締め切り………………【商工観光課】
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承
が
困
難
な
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
保
存
会
を
中
心
と
し

た
杉
野
原
区
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ

て
、
数
百
年
以
上
に
も
わ
た
る
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
月
11
日
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
こ
の
歴
史
あ
る
伝
統
芸
能

を
ご
観
覧
い
た
だ
き
、激
励
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
2
月
11
日
は
、杉
野
原
の
御
田
舞
を
保
存
記
録
す
る
た
め
に
、

映
像
の
撮
影
を
実
施
い
た
し
ま
す
。見
学
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

杉
野
原
の
御
田
舞
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
伝
統
芸
能
で
す
。
2
月
11
日（
木
・
祝
）
13
時
か
ら
有

田
川
町
杉
野
原
区
の
雨う

錫じ
ゃ
く

寺じ

阿あ

弥み

陀だ

堂
（
国
指
定
重
要
文
化
財

建
造
物
）
に
お
い
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

御
田
と
は
、
稲
作
の
生
産
過
程
を
模
擬
的
に
演
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
年
の
五
穀
豊ほ

う

穣じ
ょ
うを

神
仏
に
祈
願
す
る
行
事
で
す
。
高
野

山
周
辺
地
域
に
残
る
御
田
は
、「
修し

ゅ

正し
ょ
う

会え

」
と
呼
ば
れ
る
お
正
月

の
仏
教
行
事
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
が
、
長
い
歴
史
の
中
で

独
立
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
歴
史
は
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

杉
野
原
の
御
田
舞
は
、
春
の
田
起
こ
し
か
ら
牛
使
い
、
稲
刈

り
、
も
み
す
り
ま
で
の
一
連
の
農
作
業
の
仕
草
を
主
題
と
す
る
も

の
で
、
こ
れ
ほ
ど
丹
念
か
つ
克
明
に
稲
作
の
次
第
を
演
じ
る
御
田

は
全
国
で
も
例
が
少
な
く
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
御
田
舞
の
冒
頭
で
行
わ
れ
る
「
裸

は
だ
か

苗な
え

押お
し

」
は
、
ふ

ん
ど
し
姿
の
男
た
ち
が
円
陣
を
組
ん
で
大
火
鉢
の
周
り
を
回
る
舞

で
、
杉
野
原
の
御
田
舞
の
特
徴
を
な
す
大
変
勇
壮
な
も
の
で
す
。

現
在
、
全
国
的
に
も
過
疎
化
に
よ
っ
て
伝
統
芸
能
の
保
存
や
継

杉
野
原
の
御お
ん

田だ
の

舞ま
い

が
奉
納
さ
れ
ま
す

番
外
編

●
〒

６４３‐００２１ 和
歌

山
県

有
田

郡
有

田
川

町
下

津
野

2018 -4
●

有
田

川
町

役
場

総
務

課
　

TEL 0737−
52−

2111（
代

）
●

E
-m

ail　
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a.lg.jp

●
ホ
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ム

ペ
ー

ジ
U
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w
w
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